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ことし成人を迎えた新
成人の皆さんたち。こ
としも多くの成人の皆
さんが新しい門出を迎
えました。１月３日に
開催した成人式の様子
は、６～７ページをご
覧ください。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
成
30
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
市
で
大
き
な
災
害
も
無
く
平
穏
な
一
年

を
送
る
こ
と
が
で
き
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
こ

と
し
は
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で
す
。

１
５
０
年
前
、
全
国
の
名
も
無
き
若
い
志
士
た
ち
が
立

ち
上
が
り
わ
が
国
は
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
人
口

は
約
３
４
０
０
万
人
。
そ
れ
か
ら
先
人
た
ち
の
努
力
で

経
済
発
展
を
遂
げ
、
人
口
は
１
億
２
千
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
そ
れ
が
２
０
１
０
年
ご
ろ
か
ら
人
口
減
少
に
転

じ
、
１
０
０
年
後
は
人
口
が
現
在
の
２
分
の
１
～
３
分

の
1
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
時
代
の
転
換
期
・
変
革
期

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
答
え
を
探
せ
ば
よ

か
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
答
え
や
価
値
を
私
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
前
提
に
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に「
和
す
る
力
」が
必
要
で
す
。

当
然
で
す
が
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
り
、
得
手
、

不
得
手
が
あ
り
ま
す
。
歯
車
は
、
凹
凸
が
噛
み
合
う
こ

と
で
両
方
が
回
り
ま
す
。
人
も
社
会
も
同
じ
で
す
。
他

人
の
短
所
を
補
い
、
自
分
の
長
所
を
伸
ば
し
連
携
と
総

合
力
で
立
ち
向
か
う
こ
と
が
、
組
織
や
地
域
、
国
家
の

発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最さ

い
ち
ょ
う澄が
説
い
た
「
一
い
っ
と
う
し
ょ
う
ぐ
う

燈
照
隅 

万ば
ん
と
う
し
ょ
う
こ
う

燈
照
国
」
の
精
神
で
、
本
年
も
全
員
野
球
の
市
政
運

営
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
高
速
道
路
開
通
30
年
、
く
ま
川
鉄
道
開
業

30
年
、
青
井
阿
蘇
神
社
国
宝
指
定
10
年
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
復

活
運
行
10
年
な
ど
節
目
の
年
で
す
。
節
目
を
見
つ
め
る

こ
と
は
と
て
も
大
事
で
、
こ
の
事
業
は
当
時
ど
う
い
う

思
い
や
意
図
で
始
ま
っ
た
の
か
。
現
在
、
こ
れ
か
ら
先

は
ど
う
な
の
か
。
人
々
の
思
い
や
生
活
、
社
会
が
変
化

す
る
中
、
過
去
を
振
り
返
り
将
来
に
進
む
た
め
に
、
そ

の
意
義
を
再
確
認
す
る
に
は
絶
好
の
機
会
で
す
。
本
年

を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
再
確
認
し
、
さ
ら
に
飛
躍
の
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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INTERVIEW
　
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
は
、
世
界

文
化
遺
産
の
審
査
な
ど
に
関
わ
る
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議
（
Ｉイ

コ

モ

ス

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
の
日
本
国

内
委
員
会
が
「
近
現
代
の
文
化
遺
産
に
再
び

注
目
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
選
定
。
選
定
基

準
は
20
世
紀
に
新
た
に
登
場
し
た
も
の
や
、

進
化
・
展
開
し
た
も
の
、
歴
史
上
の
事
件
を

象
徴
し
た
も
の
な
ど
で
す
。

　

肥
薩
線
は
、
20
世
紀
に
海
外
技
術
を
応
用

し
独
自
の
技
術
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
人
吉
機
関
車
庫

や
矢
岳
第
一
ト
ン
ネ
ル
を
は
じ
め
、
多
く
の

施
設
が
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
の
主

な
構
成
資
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肥
薩
線
は
、
１
０
０
年
以
上
の
年
月
を
経

た
今
で
も
、
人
と
歴
史
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と

し
て
運
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

▲全国で唯一現役で活躍する石造りの車庫。人吉機関車庫は、球磨地方特有の溶結凝灰岩で造られている

日本イコモス国内委員会
事務局長

矢野 和
かずゆき

之さん

日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
肥
薩
線

　

明
治
42
年(

１
９
０
９
年)

、
肥
薩
線

の
開
業
で
青
森
～
鹿
児
島
を
縦
断
す
る

鉄
道
が
完
成
し
ま
し
た
。
肥
薩
線
は
日

本
の
鉄
道
史
に
残
る
路
線
と
な
り
、
熊

本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
南
九
州
３
県
を

貫
く
産
業
基
盤
と
し
て
日
本
の
急
速
な

近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
建
設

し
て
20
年
ほ
ど
で
主
要
路
線
か
ら
は
ず

れ
ま
し
た
が
、
駅
舎
や
橋
、
ト
ン
ネ
ル

な
ど
が
今
も
当
初
の
姿
の
ま
ま
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
、
最
先
端
の
鉄
道
・
土
木

技
術
で
造
ら
れ
た
肥
薩
線
。
日
本
初
で

唯
一
の
ル
ー
プ
線
と
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

の
併
用
や
、
険
し
い
山
々
と
多
く
の
河

川
を
越
え
る
た
め
に
造
ら
れ
た
橋
や
ト

ン
ネ
ル
な
ど
、
肥
薩
線
は
ま
さ
に
「
生

き
た
鉄
道
博
物
館
」
な
の
で
す
。

　

八
代
～
人
吉
間
の
「
川
線
」
で
は
日

本
三
急
流
の
球
磨
川
の
眺
め
を
、
人
吉

～
吉
松
間
の
「
山
線
」
で
は
急
勾
配
な

山
岳
地
帯
を
登
っ
た
先
で
日
本
三
大
車

窓
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①大畑駅周辺では日本で唯
一ループ線とスイッチバッ
クを同時に体験できる　②
３年以上の月日をかけて掘
られた肥薩線最長の矢岳第
一トンネル。全長は約２千㍍
③④球磨川第一橋

きょうりょう

梁(右)と
第二球磨川橋梁(左)はアメ
リカの鉄道技術を採用

今回の選定メンバーの一人であり、日本イコモス国内委員会事務局長を務める
矢野事務局長に話を聞きました。

１２

３４

肥
薩
線

肥
薩
線
の
価
値

　

今
回
の
選
定
ま
で
に
、
平
成
25
年
か
ら
20

世
紀
国
内
学
術
委
員
会
の
建
築
・
土
木
専
門

家
10
人
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
選
定

基
準
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
基
準
に

沿
っ
て
い
ま
す
。

　

肥
薩
線
は
、
明
治
時
代
末
に
鹿
児
島
本
線

と
し
て
建
設
。
欧
米
の
技
術
を
独
自
に
発
展

さ
せ
た
建
設
当
時
の
技
術
や
過
程
を
今
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
車
窓
か
ら
の
美
し

い
景
観
も
評
価
で
き
る
点
で
す
。
線
路
が
敷

設
さ
れ
た
土
地
は
、
敷
設
が
難
し
い
と
さ
れ

る
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
地
形
の
縮
図

の
よ
う
な
場
所
。
厳
し
い
地
形
に
敷
設
さ
れ

て
い
る
肥
薩
線
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
が
駆
使

さ
れ
た
明
治
期
の
近
代
化
を
物
語
る
歴
史
的

証
拠
の
一
つ
で
す
。
鉄
道
遺
産
と
し
て
日
本

で
一
番
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
肥
薩
線

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
肥
薩
線
の
歴

史
的
・
文
化
的
価
値
が
改
め
て
認
め
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
価
値
を
所
有
者
や

沿
線
自
治
体
、
住
民
が
う
ま
く
生
か
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

肥薩線の主な構成資産

球磨川第一橋
きょうりょう

梁（八代市）
第二球磨川橋梁（球磨郡球磨村）
人吉機関車庫（人吉市）
大畑ループ線・スイッチバック（人吉市）
矢岳第一トンネル（宮崎県えびの市）
大隅横川駅（鹿児島県霧島市）
嘉
か れ い が わ

例川駅（鹿児島県霧島市）

　

八
代
駅
か
ら
人
吉
駅
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
の
隼
人
駅
を
結
ぶ
ロ
ー
カ
ル
線
「
肥
薩
線
」。

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
同
鉄
道
が
平
成
29
年
12
月
8
日
、
後
世
に
残
し
た
い
「
日

本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
市
企
画
課
肥
薩
線
世
界
遺
産
推
進
室
（
☎
22
ー
２
１
１
１　

内
線
２
３
０
５
）

「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」に
選
定
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新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝

う
「
平
成
29
年
度
人
吉
市

成
人
式
」
を
、
１
月
３
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
と
し
の
新
成
人
は
平
成
９

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
３
９
７
人

が
対
象
で
、
式
に
は
２
９
９
人
が

出
席
。

　

式
典
で
は
、
恩
師
代
表
の
田
原

美
佐
子
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
出
会

う
全
て
の
人
や
出
来
事
に
は
意
味

が
あ
る
。
意
味
を
見
つ
け
る
に
は

向
上
心
と
感
謝
の
気
持
ち
が
大

事
。
意
味
を
持
つ
か
持
た
な
い
か

は
あ
な
た
の
生
き
方
次
第
」
と
激

励
。
同
じ
く
恩
師
代
表
の
岩
本

隆た
か
ひ
ろ宏

さ
ん
は
「
人
吉
の
良
さ
を
い

ろ
い
ろ
な
人
に
伝
え
ら
れ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
人
吉
の
魂
を

持
っ
て
活
躍
し
て
」
と
新
成
人
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
成
人
式

実
行
委
員
長
の
平
田
亘わ
た
るさ
ん
が
、

「
今
日
か
ら
成
人
一
年
生
と
し
て

先
輩
方
の
仲
間
に
入
ら
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
の
ル
ー

ル
を
守
り
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
つ
大
人
に
な
り
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
旧
友
と
再
会

し
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
す
る
新
成

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

①市長から記念品を受け取った高橋沙
さ き

季さん（右奥）とお礼を述べる椎葉大
や ま と

和さん　②新成人代表として誓いの言葉を述べた成人式
実行委員長の平田亘さん　③式典の司会を務めた実行委員の三宅真理子さん（右）と杉本慧

け い な

和さん　④式典には新成人と多くの保護
者も出席した　⑤成人式実行委員の皆さん　⑥当時第一中の学年主任を務めた恩師の田原美佐子さんが新成人を激励

平成29年度 人吉市成人式 フォトリポート
　新たな気持ちで大人への一歩を踏み出した新成人。人吉市でも多くの若者が成人式に出席し、二十歳の門出を祝
いました。笑顔あふれる成人式の様子を紹介します。

２

１

３

6

４

５

1

3

2

45

678

910

①「はいチーズ！」記念撮影に大忙しの
新成人たち　②恩師を囲んで記念撮影　
③「祝・成人！」仲間と組み体操で成人
のうれしさを表現！　④⑥特別に設置し
た写真撮影所。ここでも笑顔で記念撮影
⑤⑦仲間と一緒にパチリ　⑧会場に駆け
付けた家族と一緒に１枚　⑨友達との再
会に笑顔の新成人　⑩色鮮やかな振袖姿
で「はいチーズ！」
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本
市
の
移
住
定
住
施
策
方
針
を
市

民
と
策
定
す
る
た
め
の
「
ひ
と
よ
し

未
来
会
議
」
説
明
会
を
、
平
成
29
年

12
月
２
日
に
中
小
企
業
大
学
校
人
吉

校
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
高

校
生
を
含
む
57
人
が
参
加
。

　

全
体
会
の
後
テ
ー
マ
別
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
自
己
紹
介
や
今
後
の
日

程
を
協
議
。高
校
生
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、

少
子
化
対
策
、
仕
事
づ
く
り
、
人
の

流
れ
づ
く
り
の
分
科
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
２
月
ま
で
各
分
科

会
で
月
１
回
の
会
議
を
行
い
、
３
月

３
日
に
総
ま
と
め
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

パ
レ
ス
で
「
大
未
来
会
議
」
を
開
催

し
ま
す
。

テーマ別の分科会で輪になり自己紹介を行う参加者

　

師
走
の
風
物
詩
「
人
吉
市
歳
末
た

す
け
あ
い
演
芸
会
」
が
、
平
成
29
年

12
月
３
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
・
午
後
の

二
部
構
成
で
、
個
人
や
団
体
な
ど
50

組
の
約
6
４
０
人
が
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
踊
り
や
演
奏
を
披
露
。

　
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
」

を
合
言
葉
に
回
を
重
ね
、
こ
と
し
50

回
記
念
。
ロ
ビ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
写
真
や
新
聞
記
事
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
主
催
者
の
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
ら
に
よ
る

ア
カ
ペ
ラ
合
唱
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
の
披
露
も
あ
り
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

踊りで会場内を盛り上げた子どもたち

50回の節目を迎え大盛況
歳末たすけあい演芸会

燃え上がるやぐらを見守り１年の五穀豊穣・無病息災を祈願

　

田
野
町
の
新
年
恒
例
行
事
「
田
野

高
原
ど
ん
ど
や
祭
」
が
、
田
野
活
性

化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
１
月
３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民
や
帰

省
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
。

　

竹
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
木
材
で
組
み

上
げ
ら
れ
た
手
作
り
の
や
ぐ
ら
に
年

男
・
年
女
な
ど
の
住
民
ら
が
点
火
。

炎
は
勢
い
よ
く
燃
え
広
が
り
、
こ
と

し
１
年
の
五ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を

祈
願
し
ま
し
た
。
田
野
町
の
元
田

宗む
ね
は
る治
会
長
は
「
こ
と
し
も
田
野
町
で

ワ
ラ
ビ
狩
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
予
定
で
す
。
地
元
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
１
年
の

抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

新年に願いを込めて
田野高原どんどや祭

　

お
笑
い
コ
ン
ビ
Ｔテ

ィ
ー
ア
イ
エ
ム

Ｉ
Ｍ
の
ゴ
ル
ゴ

松
本
さ
ん
の
出
張
！ 

ゴ
ル
ゴ
塾
「
命

の
授
業
」
を
、
平
成
29
年
12
月
20
日

に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま

し
た
。
市
内
中
学
校
の
全
て
の
生
徒

約
９
０
０
人
を
対
象
に
、
市
教
育
委

員
会
が
授
業
の
一
環
と
し
て
開
催
。

　

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
は
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
使
い
「
言
葉
」「
未
来
」
な

ど
の
漢
字
を
基
に
、
生
き
る
力
や
命

に
つ
い
て
説
明
。
生
徒
た
ち
は
積
極

的
に
発
言
し
、
笑
い
が
起
き
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん

は
「
言
葉
は
命
。
小
さ
な
事
で
も
あ

り
が
と
う
と
言
え
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
思
い
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

中学生を前に言葉や命について話すゴルゴ松本さん

言葉の力を中学生に伝授
出張！ ゴルゴ塾「命の授業」

　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
製
作
な
ど

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
簡
単
な

英
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
な
ど
を
学
ぶ
英

会
話
教
室
が
、
平
成
29
年
12
月
９
日

に
東
西
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
人
吉
市
国
際
交
流
協
会
主
催
。

　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
低
学
年
の

児
童
46
人
が
参
加
。子
ど
も
た
ち
は
、

講
師
の
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
レ
ベ
ッ
カ
中
神

さ
ん
と
リ
ス
タ
・
ヴ
ィ
オ
レ
ル
さ
ん

と
一
緒
に
、「
Ｓサ

ン

タ

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
」
な
ど

ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
英
単
語
を
声

に
出
し
て
覚
え
て
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
や
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
を
作
り
な
が
ら
英
会
話

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

楽しみながら英語で会話
ハローからはじまる英会話教室

「できた！」子どもたちが一斉にクリスマスカードを披露

　

人
吉
市
は
、一
般
社
団
法
人
健
康
・

医
療
・
教
育
情
報
評
価
推
進
機
構
と
、

学
校
健
診
の
情
報
を
提
供
し
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
や
健
康
教
育
に
生
か
す
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
機
構
は
国
の
支
援
を
受
け
て
、

自
治
体
か
ら
収
集
し
た
母
子
保
健
や

学
校
健
診
情
報
を
調
査
し
研
究
。
平

成
29
年
12
月
18
日
の
締
結
式
で
、
松

岡
市
長
は
「
機
構
と
連
携
を
と
り
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
市
が
抱
え
る
課

題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
の
過

去
９
年
分
の
健
診
結
果
を
提
供
し
、

市
民
の
健
康
増
進
や
健
康
対
策
、
医

療
費
削
減
な
ど
に
生
か
し
ま
す
。

締結を結んだ松岡市長と同機構の川添晋
しん

医師

未来に生きるデータベース
学校健診データベース化業務委託契約締結

　

球
磨
川
下
り
の
新
春
行
事
「
初
下

り
」
が
、
１
月
２
日
に
下
新
町
の
発

船
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

福
岡
な
ど
か
ら
の
家
族
連
れ
や
観
光

客
約
20
人
の
予
約
客
が
乗
船
。

　

初
下
り
に
先
立
ち
、
関
係
者
が
青

井
阿
蘇
神
社
で
こ
と
し
の
安
全
運
航

な
ど
を
祈
願
。そ
の
後
発
船
場
で
は
、

乗
客
が
五
色
の
吹
き
流
し
や
の
ぼ
り

旗
が
飾
ら
れ
た
木
舟
に
乗
り
、
温
泉

町
ま
で
の
約
４
・
５
㌔
コ
ー
ス
で
人

吉
の
風
景
を
堪
能
し
ま
し
た
。
乗
客

は
船
内
に
準
備
さ
れ
た
こ
た
つ
で
暖

を
と
り
、焼
酎
な
ど
を
飲
み
交
わ
し
、

ゆ
っ
く
り
漕
ぎ
出
し
た
船
上
で
見
送

り
客
に
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

舟運を祈願しことしの球磨川下りがスタート

球磨川観光の新春恒例行事
球磨川下り初下り

20年後の本市の未来像は!?
ひとよし未来会議ガイダンス

　
「
親
子
で
ふ
れ
あ
い
、
親
子
で
つ
く

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ

門
松
と
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
が

平
成
29
年
12
月
17
日
に
中
原
コ
ミ
セ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
家
庭
部
会
が
主
催
。

　

70
人
の
参
加
者
は
講
師
の
熊
本
県

木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
教
わ

り
な
が
ら
門
松
と
リ
ー
ス
を
飾
り
付

け
、
約
２
時
間
で
両
方
が
完
成
。
お

母
さ
ん
の
明さ

や
か香

さ
ん
と
参
加
し
た
大

石
晴は

る

く
ん
（
３
歳
）
は
、「
門
松
を

シ
ー
ル
で
飾
り
付
け
る
の
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
お
正
月
に
家
に
飾
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ミニ門松は上手にできたかな？

親子で作ると楽しいね
ミニ門松とリースつくり
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主に公的年金収入

公的年金収入のみで、その額が148万円（65歳未
満は98万円）以下である A

公的年金収入のみで、その額が148万円（65歳未
満は98万円）を超えている B

年金収入金額が400万円以下で、その公的年金な
どに係る雑所得以外の所得が20万円以下である B

年金所得以外の所得が20万円を超える C

主に給与収入

１カ所からの給与収入のみで、年末調整時の内容
に変更がない A

給与所得以外の所得が20万円以下である B

次のいずれかに当てはまる場合
　・年末調整の内容に変更がある
　・医療費、セルフメディケーション税制の控除
　　を受ける
　・新規に住宅借入金等特別控除を受ける
　・２カ所以上から給与の支払を受けた
　・年末調整が済んでいない
　・給与収入が２千万円を超える
　・給与所得以外の所得が20万円を超える

C

農業、営業、不動
産、 雑、 一 時 所
得などがある人

所得金額（収入－経費）より所得控除額が多い B

所得金額（収入－経費）より所得控除額が少ない C

収入なし　※公的年金もなし D非課税収入のみ(遺族年金、障害年金、失業給付金など)

平成30年度(平成29年分)申告フローチャート

平
成
30
年
1
月
１
日
現
在
、

人
吉
市
に
住
ん
で
い
た
。

人
吉
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
１
月
1
日
に

お
住
ま
い
の
市
町
村
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

A 市県民税の申告・確定申告の必要はありません

B 市県民税の申告をする必要があります　※確定申告をしていただく場合もあります

C 確定申告をする必要があります

D
国民健康保険税などの軽減措置、国民年金保険料の免除申請を受ける場合や所得証明書が必要な場合
は、市県民税の申告が必要です

NO

YES

◎ 税務署に所得税の確定申告を提出する方は、本市での申告は必要ありません。
◎ この表は、申告が必要かどうかを判断する目安です。不明な点はお問い合わせください。

公的年金…… 主に国民年金や厚生年金、共済年金など課税対象となる年金のことです。遺族年金と障害年金は非課税です。
年末調整…… 事業所が支払った給与などから源泉徴収した所得税について再計算し、過不足を調整する精算手続のことです。

申 告 区 分

平
成
29
年
１
月
～
12
月
の
収
入
状
況

ス
タ
ー
ト

平
成

30 年度（平成 29 年
分

）

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
が
必

要
な
方
は
12
㌻
の
面
接
相
談
日
程
の
対
象
町

内
の
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
告
会
場
は

市
役
所
西
間
別
館
の
大
会
議
室
で
す
。

※
申
告
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
申
告
に
つ
い

て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
市
税
務
課
諸
税
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

 

近
年
、
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
て
い

ま
す
。
市
税
務
課
で
は
混
雑
緩
和
の
た
め
今

回
か
ら
会
場
で
の
受
付
票
の
記
入
を
お
願
い

し
、
更
な
る
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。
申
告
者
の
皆
さ
ん
も
事
前

に
関
係
書
類
の
整
理
や
帳
簿
の
記
帳
、
領
収

書
の
取
り
ま
と
め
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
告
時
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①�

事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
な
ど
）
が
あ
る

方
は
収
入
や
必
要
経
費
な
ど
が
確
認
で
き

る
書
類

②�

源
泉
徴
収
票
（
給
与
や
年
金
）

③�

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
書

④�

医
療
費
控
除
が
あ
る
方
は
医
療
費
控
除
の

明
細
書

税の
申告

後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
市県民税

申
告
が
必
要
か
ど
う
か

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

⑤
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適
用

　

を
受
け
る
方
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
税
制
の
明
細
書
と
そ
の
年
分
に
健
康
の

　

保
持
増
進
・
疾
病
予
防
の
取
り
組
み
を
行

　

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類(

健
康

　

診
断
の
結
果
通
知
表
の
写
し
な
ど)

※
④
⑤
は
、
今
回
の
申
告
か
ら
領
収
書
の
代

わ
り
に
明
細
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
明
細

書
の
様
式
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
市
税
務
課
に

あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
医
療
を
受
け
た
方
の

病
院
・
薬
局
ご
と
に
分
け
て
計
算
し
、
明
細

書
を
作
成
し
た
う
え
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
④
⑤
を
同
時
に
申
告
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保
管
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑥�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
害
者
手

帳
な
ど

⑦
印
鑑

⑧�

本
人
の
金
融
機
関
口
座
が
分
か
る
も
の

（
還
付
申
告
の
場
合
）

⑨�

本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま
た
は
、

通
知
カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類（
免
許
証
・

健
康
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

問合せ　市税務課諸税係　（☎２２－２１１１ 内線１１７５・１１７６）問合せ　市税務課諸税係　（☎２２－２１１１ 内線１１７５・１１７６）

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
に
つ
い
て

　

農
業
や
不
動
産
の
申
告
で
は
、
固
定
資
産

税
が
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
５
月
に
納
税
通
知
書
と
一
緒
に

送
付
し
た
平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
課
税
明

細
書
（
水
色
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
持

ち
で
な
い
方
は
、市
税
務
課
で
発
行
（
有
料
）

し
て
い
る
名な
よ
せ寄
帳ち

ょ
うを
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
方
へ

　

社
会
保
険
料
控
除
に
使
用
す
る
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
年
間
の
納
付

合
計
額
を
記
載
し
た
納
付
証
明
書
を
、
市
納

税
課
で
無
料
発
行
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
納
税
課
（
市
役
所
西
間
別
館
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係
（
☎
22
‐

２
１
１
１　

内
線
１
１
６
２
）

？？
申
告
っ
て

必
要
な
の
か
な
？
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期　日 対象町内 面接会場 時　間

２月16日㈮ 西間上町、蓑野町、東大塚町、西大塚町、鹿目町

市役所西間別館
申告会場

（西間下町）

午前９時～午後４時

※午前中に受け付け
をされた方でも、面
接が午後になる場合
があります。

２月19日㈪ 大畑町、大畑麓町、上漆田町、矢岳町、大野町、田野町、
中神町段山

２月20日㈫
上新町、下新町、南願成寺町、土手町、灰久保町、新町、
老神町、寺町、南町、田町、上原町、麓町、原城町、中城町、
富ヶ尾町

２月21日㈬
北泉田町、南泉田町、二日町、五日町、七日町、九日町、
大工町、鍛冶屋町、紺屋町、上青井町、中青井町、下青井
町

２月22日㈭ 赤池原町、赤池水無町、赤池水無町外園、蟹作町、浪床
町

２月23日㈮ 上田代町、下田代町、下漆田町、東漆田町

２月26日㈪ 温泉町、中神全町内（段山を除く）

２月27日㈫ 上原田全町内、井ノ口町

２月28日㈬ 下原田全町内

３月１日㈭ 合ノ原町、鶴田町、城本町、駒井田町

３月２日㈮ 上林町、中林町、下林町

３月５日㈪ 宝来町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町

３月６日㈫ 相良町、下城本町、上永野町、下永野町

３月７日㈬ 上戸越町、下戸越町、矢黒町

３月８日㈭ 古仏頂町、木地屋町、七地町

３月９日㈮ 西間下町

３月12日㈪ 東間上町、東間下町

３月13日㈫ 鬼木町

３月14日㈬ 瓦屋町

３月15日㈭ 北願成寺町

※混雑解消のため、対象町内の申告日にお越しください。

申告受付と面接相談日程

申 告 会 場

正午～午後１時
は受け付けだけ

行います。

郵便局
永国寺

球磨地域振興局

申告会場
(市役所西間別館)

コンビニ 弓道場

税務署

　市役所
旧本庁舎

保健所

人吉一中 裁判所

球磨川

胸 

川

市役所西間別館

市税務課

申告会場

消費生活センター

至 

人
吉
駅

医療センター

旧保健センター 駐
車
場

帳簿などの記帳と保存が義務付けられています

得
を
基
に
計
算
し
た
１
年
分

の
市
県
民
税
を
人
吉
市
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
Q3
】
亡
く
な
っ
た
方
の
市

県
民
税
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？

【
A3
】
市
県
民
税
は
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
住
所
が
あ
る

方
に
対
し
、
そ
の
住
所
地
の

市
町
村
が
課
税
し
ま
す

　

前
年
中
に
亡
く
な
っ
た
方

に
は
翌
年
の
市
県
民
税
の

納
税
義
務
が
発
生
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
１
月
１
日
に
亡

く
な
っ
た
方
や
１
月
１
日
現

在
住
所
が
な
い
方
も
同
様
で

す
。
し
か
し
、
１
月
２
日
以

降
に
亡
く
な
っ
た
方
の
市
県

民
税
（
亡
く
な
る
前
の
年
の

所
得
に
対
す
る
税
金
）
は
、

相
続
人
の
方
が
納
税
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
Q4
】
申
告
を
し
な
い
と
ど

う
な
り
ま
す
か
。

【
A4
】
申
告
を
し
な
い
と
以

【
Q1
】
申
告
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
必
要
で
す
か
？

【
A1
】
必
要
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
伴
っ
て
、
申
告
書
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確

認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
身
元

確
認
書
類
（
運
転
免
許
書
・

健
康
保
険
証
な
ど
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

【
Q2
】
年
の
途
中
で
ほ
か
の

市
町
村
に
引
っ
越
し
た
場
合

の
市
県
民
税
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

【
A2
】
1
月
１
日
現
在
の
住

所
地
に
1
年
分
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
１
月
２
日
以
降

に
人
吉
市
外
に
引
っ
越
し
た

と
き
も
、
平
成
29
年
中
の
所

　所得税申告が必要であるかないかにかかわらず、営業や農業、不動産などの収入がある方は、帳簿などを記
入、整理して７年間保存する必要があります。詳しくは、国税庁ホームページ をご覧ください。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

所得税の申告は、e - T a x が便利です
● 自宅からインターネットで申告ができます
　�税務署に行かなくても、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、自宅から

インターネットを利用して提出できます。
● 添付書類の提出が省略できます
 　�源泉徴収票などは、その記載内容を入力して送信することで書類の提出・提示を省略することができます（法

定申告期限から５年間は税務署から書類の提出・提示を求められることがあります）。マイナンバーに関す
る本人確認書類もe-Taxで送信すれば提示や写しの提出が不要です。

● 還付がスピーディーに
 　�e-Taxで申告された還付申告は３週間程度で処理することができます（１・２月に自宅や税理士事務所から 

e-Taxで申告した場合、２～３週間で処理します）。
● 24時間受付OK
 　 確定申告期間中は、24時間e-Taxで提出が可能です。
※自宅などのパソコンから申告する場合は、ICカードリーダと電子証明書が必要です。
※税務署のe-Tax端末で申告する場合は、電子証明書がなくても申告できます。
※詳しくはe-Taxホームページをご覧ください。
e-Taxに関する問合せ　人吉税務署（☎２３－２３１１※自動音声案内）
e-Taxホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

よ
く
あ
る
質
問
～
申
告
Ｑ
＆
Ａ
～

下
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。

・
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き

　

な
い
。

・
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

　

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
の
給
付
、
税
（
料
）
の

　

軽
減
判
定
が
正
し
く
で
き

　

な
い
。

・
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が

　

で
き
な
い
。

・
保
育
料
が
正
し
く
算
定
で

　

き
な
い
。

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
減

　

免
額
を
決
定
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
。

・
市
営
住
宅
の
家
賃
が
正
し

　

く
算
定
で
き
な
い
。

　

市
の
各
種
行
政
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
申
請
、
手
続
き

に
は
所
得
の
状
況
を
確
認
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
右
記

以
外
で
も
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
収
入
が
無
い

方
も
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

活用して
みてね！
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で
は
お
茶
の
に
お
い
は
つ
き
ま
せ

ん
。

◇
か
ん
き
つ
果
汁
を
使
う

　

水
道
水
１
㍑
に
、
ミ
カ
ン
や
オ

レ
ン
ジ
な
ど
の
果
汁
を
5
滴
ほ
ど

入
れ
る
と
、
塩
素
の
臭
い
は
ほ
と

ん
ど
無
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

入
れ
す
ぎ
る
と
果
物
の
香
り
が
つ

く
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
清
掃
・
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
！

　

水
道
の
蛇
口
に
、
フ
ィ
ル
タ
ー

や
浄
水
器
を
設
置
し
て
い
る
場

合
、
長
期
間
同
じ
も
の
を
使
用
す

る
と
、
フ
ィ
ル
タ
ー
部
分
に
砂
の

よ
う
な
さ
び
な
ど
が
蓄
積
し
、
水

量
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
細
菌
が
発
生
し
て
水

道
水
の
異
臭
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
飲
ん
で

も
ら
う
た
め
に
も
、
定
期
的
な
清

掃
・
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
上
水
道
課
施
設
係

　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
５
４
９
７
）

も
し
ば
ら
く
す
る
と
正
常
に
戻
り

ま
す
が
、
戻
ら
な
い
場
合
は
市
水

道
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

塩
素
の
臭
い
が
す
る

　

水
道
水
は
、
塩
素
消
毒
を
す
る

よ
う
水
道
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
吉
市
の
水
道
水
は
水
道
法

で
定
め
ら
れ
た
最
低
限
度
の
濃
度

で
塩
素
消
毒
を
し
て
い
ま
す
。
塩

素
の
臭
い
は
安
全
な
水
の
証
拠
で

す
。

塩
素
が
気
に
な
る
方
へ

　

塩
素
の
臭
い
は
安
全
の
証
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
方
は

次
の
方
法
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
塩
素
を
消
し
た
水
は
殺

菌
効
果
が
失
わ
れ
る
た
め
、
冷
蔵

庫
で
保
管
し
２
日
以
内
を
目
安
に

使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
沸
騰
さ
せ
る

　

や
か
ん
な
ど
を
使
っ
て
沸
騰
さ

せ
る
と
、
塩
素
が
消
え
ま
す
。
ふ

た
を
取
っ
た
状
態
で
２
～
３
分
沸

か
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
茶
葉
を
使
う

　

１
㍑
の
水
道
水
に
乾
燥
茶
葉
1

枚
程
度
を
入
れ
た
容
器
に
ふ
た
を

し
、
上
下
に
10
回
ほ
ど
振
る
と
塩

素
の
臭
い
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り

ま
す
。
こ
の
く
ら
い
の
茶
葉
の
量

赤
い
水
や

砂
の
よ
う
な
も
の
が
出
る

　

建
物
内
の
水
道
管
に
鋼
管
を
使

用
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
管
の
内

部
が
さ
び
て
赤
や
茶
色
の
水
や
砂

の
よ
う
な
さ
び
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
古
い
鋼
管
は
さ
び
で
管

厚
が
薄
く
な
り
漏
水
の
原
因
に
な

る
の
で
、
水
道
管
の
取
り
替
え
を

お
勧
め
し
ま
す
。

白
い
水
が
出
る

　

原
因
の
多
く
は
、
水
道
水
へ
の

空
気
混
入
で
す
。
透
明
な
コ
ッ
プ

に
水
道
水
を
入
れ
、
底
の
方
か
ら

透
明
に
な
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
ば
ら
く
置
い
て
も
色
が
取
れ

な
い
場
合
は
市
水
道
局
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

異
臭
が
す
る

　

新
築
・
改
築
工
事
な
ど
を
行
っ

た
と
き
は
、
水
道
管
の
接
着
剤
で

水
に
臭
い
が
付
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
接
着
剤
は
水
道
用
を
使
っ

て
い
る
た
め
人
体
に
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

水
道
水
を
沸
か
し
た
お
湯
が
臭

う
場
合
は
、
や
か
ん
や
ポ
ッ
ト
を

こ
ま
め
に
清
掃
・
乾
燥
さ
せ
る
と

防
止
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
場
合

水
道
の
お
悩

相
談

採
用
予
定
人
員　

学
校
事
務
補

助
２
人
程
度
、
学
校
用
務
１
人

程
度

業
務
内
容

学
校
事
務
補
助

①
給
食
事
務
補
助
な
ど
の
給
食

　

運
営
に
関
す
る
業
務　

②
学
校
事
務
補
助
な
ど
の
学
校

　

運
営
に
関
す
る
業
務　

③
司
書
補
助
な
ど
の
図
書
室
運

　

営
に
関
す
る
業
務

学
校
用
務　

①
学
校
施
設
・
設
備
の
点
検
や

　

営
繕
に
関
す
る
業
務　

②
連
絡
事
務　

③
そ
の
ほ
か
緊
急
を
要
す
る
業

　

務
勤
務
場
所　

市
内
の
小
中
学
校

勤
務
形
態　

月
17
日
以
内
（
勤

務
時
間
は
週
29
時
間
以
内
）

社
会
保
険
な
ど　

健
康
保
険
・

厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

試
験
方
法　

人
物
試
験（
面
接
）

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
（
学
校
事
務
補
助
、
学
校
用
務
）

試
験
日
時　

２
月
4
日
㈰
午
前

９
時
～
※
集
合
時
刻
は
受
験
者

に
通
知
し
ま
す
。

試
験
会
場　

市
役
所
カ
ル
チ
ャ

ー
パ
レ
ス
仮
本
庁
舎
3
階 

総

務
文
教
委
員
会
室

受
験
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２

日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
で
、
自
動
車
運
転
免
許

を
お
持
ち
の
方

受
付
期
間　

１
月
15
日
㈪
～
26

日
㈮
※
土
・
日
曜
を
除
く

提
出
書
類　

履
歴
書
１
部
（
上

半
身
の
写
真
を
貼
り
付
け
）、

作
文
（
テ
ー
マ
に
つ
い
て

４
０
０
字
以
内
）

申
込
・
問
合
せ　

市
教
育
総
務

課
総
務
係
（
☎
22
‐
２
１
１
１

内
線
５
２
１
１
）

市
内
小
・
中
学
校
の 知

っ
て
い
ま
す
か
？

介
護
保
険
関
係
の
所
得
控
除

　平成29年中に厚生年金や国民年金などの老齢または退職を支給理由とする年金を受け取った方に、「平成
29年分公的年金等の源泉徴収票」を郵送します。
　この源泉徴収票は、日本年金機構本部が年金額や源泉徴収された所得税額などをお知らせするもので、所
得税の確定申告時の添付書類などで必要になりますので大切に保管してください。

送付予定時期　１月中旬～下旬

源泉徴収票の再交付　年金ダイヤル（☎０５７０－０５－１１６５）
　　　　　　　　　　※０５０から始まる電話からは ☎０３－６７００－１１６５
問合せ　八代年金事務所（☎０９６５－３５－６１２３）

年金の源泉徴収票を郵送します

　

次
の
証
明
書
な
ど
で
確
定
申
告
・
住
民

税
申
告
を
す
る
と
、
所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
認
定
書
や
確
認
書
が
必
要
な

方
（
対
象
と
思
わ
れ
る
方
）
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除

　

本
人
か
扶
養
親
族
が
障
が
い
者
の
場

合
、
申
告
す
る
と
障
害
者
控
除
と
し
て
所

得
税
や
住
民
税
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
で
も
、
65
歳
以
上
の
要
介
護

認
定
者
な
ど
で
寝
た
き
り
度
や
認
知
症
の

状
態
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
場
合

は
、
市
で
認
定
書
（
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
）
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認
定
の

基
準
日
は
、
原
則
申
告
の
対
象
と
な
る
年

の
12
月
31
日
で
す
。

医
療
費
控
除

お
む
つ
代

　

お
む
つ
代
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
に
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
告
す
る
と
き
は
、
医
師
が
発

行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
２
年
目
以
降
の
要
介
護
認
定
者
で
、

前
年
の
状
態
が
継
続
し
て
い
る
と
確
認
で

き
る
方
は
、
市
が
交
付
す
る
確
認
書
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料 

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
利
用
し

た
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
の
自
己
負
担
額
は
、
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て

自
己
負
担
額
の
半
額
が
対
象
と
な
る
場
合

や
対
象
外
の
場
合
が
あ
り
、
事
業
所
や
施

設
な
ど
が
発
行
す
る
領
収
書
に
、
医
療
費

控
除
の
対
象
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
各
事
業
所
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
の
控
除
も
、
必
ず
し
も
税
金
が

還
付
さ
れ
た
り
安
く
な
っ
た
り
す
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

（
☎
22
‐
２
１
１
１　

内
線
１
２
３
８
）
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催
　
し

平
成
30
年
度 

市
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

　

市
が
発
注
す
る
平
成
30
年
度
の

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
物
品
・
役
務
な
ど
の

人
吉
市
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

10
周
年
記
念
大
会

入
札
監
視
委
員
会

定
例
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

　

学
校
支
援
活
動
10
年
を
記
念

　

市
で
は
平
成
29
年
11
月
28
日
に

「
第
２
回
人
吉
市
入
札
監
視
委
員

会
定
例
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
９

月
30
日
に
契
約
し
た
工
事
か
ら
５

件
を
抽
出
し
、
そ
の
入
札
・
契
約

手
続
き
を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議

さ
れ
た
工
事
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
永
野
町
配
水
管
改
良
工
事
（
そ

　

の
１
）

②
曙
橋
補
修
工
事

③
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
ホ

　

ー
ル
棟
屋
上
防
水
改
修
工
事

④
人
吉
市
防
災
行
政
無
線
親
局
設

　

備
移
設
工
事

⑤
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
・
旧
勤
労
青

　

少
年
ホ
ー
ム
等
解
体
工
事

　

会
議
の
概
要
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
市
契
約
管
財
課
窓
口

（
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮

本
庁
舎
２
階
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
契
約
管
財
課
契
約
検

査
係

し
、
活
動
の
歩
み
と
成
果
を
振
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
支
援
活

動
（
地
域
学
校
協
働
活
動
へ
の
発

展
）
を
考
え
る
大
会
で
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　

２
月
３
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
40

分
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学

習
係

お
知
ら
せ

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

２
月
の
案
内

情　報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レ ス ☎２４−３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２−１６８８

水 道 局 ☎２２−５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４−８４２０

石 野 公 園 ☎２２−６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２−２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
〜
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

投
影
を
再
開
し
ま
し
た

　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
投
影
機
器
に
不
具
合
が

発
生
し
、
投
影
を
休
止
し
て
い
ま

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

2
日
㈮　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

7
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

14
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

16
日
㈮　

給
食
体
験

28
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
小
物
作

り
」、講
師
：
株
式
会
社
協
和
印
刷
、

場
所
：
西
瀬
コ
ミ
セ
ン

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
〜
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

　

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
傍
聴

で
き
ま
す
。

期
日　

１
月
26
日
㈮

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜

場
所　

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

図
書
館
臨
時
休
館
日
の

お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
作
業
の
た
め
、
市
図

書
館
は
臨
時
休
館
し
ま
す
（
休
館

前
日
ま
で
貸
し
出
し
ま
す
）。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

臨
時
休
館
期
間　

１
月
22
日
㈪
〜

31
日
㈬

※
返
却
は
受
け
付
け
ま
す
。
返
却

ボ
ッ
ク
ス
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
図
書
館

家
庭
の
下
水
道
工
事
は

市
指
定
工
事
店
で

　

家
庭
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
工
事
や
、
す
で
に
接
続

し
て
い
る
設
備
の
改
造
・
増
設
な

ど
の
工
事
は
、市
が
指
定
し
た「
人

吉
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ

ん
。

　

指
定
工
事
店
で
は
、
工
事
や
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
申
請

を
含
む
全
て
の
手
続
き
を
代
行
し

て
い
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
一
覧
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
下
水
道
課
事
業
係

人吉市の住民基本台帳人口
平成 29 年 12 月末日現在

※（ ）は前月比

人の動き

総　数　33,139 人（－    31 人）
　男　　15,280 人（－    16 人）
　女　　17,859 人（－    15 人）
世帯数　15,667 世帯

 （－  6 世帯）

ごみ処理にかかった経費 3,746 万 7,522 円

ごみ情報
● ごみ出し家計簿(平成29年11月分)

 市環境課廃棄物対策係

燃えるごみ 457 t 650 kg (－2.05％ )
燃えないごみ 28 t 780 kg (－6.13％ )
資源ごみ 73 t 879 kg (－10.44％ )

※()は前年度比
市民一世帯当たりのごみの量　36kg

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

下
林
北
願
成
寺
線
（
中
林
町
工
区
）
の

側
溝
改
良
工
事
を
行
い
ま
す

【
交
通
規
制
内
容
】

①
片
側
通
行
止
（
工
事
期
間
中
の
約
２
カ
月
間
）

※
２
㌧
以
上
の
車
両
は
通
行
不
可
。

②
車
両
通
行
止
め
（
工
事
期
間
中
の
約
１
カ
月
間
）

※
歩
行
者
・
自
転
車
は
工
事
期
間
中
も
通
行
で
き
ま
す
。

【
交
通
規
制
期
間
】
1
月
中
旬
～
3
月
（
予
定
）

問
合
せ　

市
道
路
河
川
課
建
設
係

　
　
　
　
（
☎
22
‐
２
１
１
１  

内
線
２
４
１
2
）

曙　

橋

　

下
林
北
願
成
寺
線
（
中
林
町
工
区
）
の
側
溝
改
良
工
事
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
交
通
規
制
が
掛
か
り
ま
す
。
市
道
利
用
の
皆
さ
ん
や
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

出水川

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線

N

至
上林町

219

至
球磨村

ヤマダ
電機

コスモス
人吉店

前村
薬師堂

前村
町内会館 くま川

レンタカー

ダイナム
人吉店

ダイレックス
人吉店

至
温泉町

交通規制区間

工事区間

下林北願成寺線

ご
参
加
く
だ
さ
い

家
庭
教
育
学
級

内
容　

講
演
会
「
思
春
期
の
子
ど

も
へ
の
か
か
わ
り
方
」
～
一
緒
に

課
題
を
乗
り
越
え
る
～

講
師　

熊
本
県
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー 

前
村 

ゆ
か
り
さ
ん

期
日　

１
月
26
日
㈮

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
受
け
付
け
は
午
後
６
時
30
分
～
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係
、
第
一
中
（
☎
23
‐

２
２
９
５
）

指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す

る
業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
を
市
契
約
管
財
課
（
市
役

所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁
舎

２
階
）
に
お
持
ち
に
な
る
か
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
２
月
に
申
請
し
た
業

者
は
、
今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
28
日

㈬
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

提
出
書
類

【
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
】

国
土
交
通
省
統
一
様
式
ほ
か

【
物
品
・
役
務
】

市
指
定
様
式
の
申
請
書
ほ
か
（
様

式
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
契
約
管
財
課
契
約
検

査
係

し
た
が
、
現
在
投
影
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
心
配
と
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

※「ごみ出しルール読本」が必要な方は市環境課へ！
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２/12㈪

○
クリーンプラザへの持ち込みはできません。
問合せ　市環境課廃棄物対策係
　　　　（☎２２－２１１１ 内線２７１２）

「
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
月
間
」

無
料
相
談
所
開
設

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相

続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
司
法
書
士
と
税
理

士
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

登
記
や
遺
言
、
相
続
人
な

ど
相
続
に
関
す
る
事
項
全
般

相
　
談

期
日　

２
月
３
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
西

間
下
町
41
‐
１
）

問
合
せ　

熊
本
県
司
法
書
士
会
人

吉
支
部
（
☎
24
‐
３
２
５
３
）

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、
高
齢
者
の
た
め
の
学
び
場
と

し
て
「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」

を
八
代
市
で
開
校
し
て
い
ま
す
。

年
間
40
回
の
講
座
で
、
テ
ー
マ
は

毎
回
異
な
り
ま
す
。
楽
し
く
役
に

立
つ
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

入
学
資
格　

県
内
に
住
む
、
学
習

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

受
講
期
間　

４
月
～
平
成
31
年
３

月
（
全
40
回
）

開
催
曜
日　

毎
週
火
曜
日

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分場
所　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（
八
代
市
新
町
５
‐
20
）

募
集
人
員　

60
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

入
学
金　

５
千
円

受
講
料　

１
万
５
千
円
※
入
学
時

に
一
括
納
付

申
込
方
法　

市
高
齢
者
支
援
課

（
市
役
所
西
間
別
館
１
階
）
に
置

い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月

１
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
（
☎

０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３
）

中
小
企
業
者
の
た
め
の
研
修
会

　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
で

は
、
中
小
企
業
者
に
向
け
た
研
↖

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
部
下
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
】

内
容　

部
下
の
意
欲
や
能
力
を
高

め
る
「
ほ
め
方
・
叱
り
方
」
と
、

行
動
や
業
績
に
結
び
つ
く
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
方
法
を
、
演
習

を
交
え
て
習
得

期
日　

２
月
６
日
㈫
～
８
日
㈭

対
象　

中
小
企
業
の
経
営
幹
部
、

管
理
者
、
管
理
者
候
補

定
員　

30
人
※
先
着
順

受
講
料　

３
万
１
千
円

【
新
規
顧
客
開
拓
の
考
え
方
と

進
め
方
】

内
容　

新
規
顧
客
開
拓
の
基
本
的

な
考
え
方
や
具
体
的
な
手
法
、
総

合
的
な
営
業
ス
キ
ル
の
向
上

期
日　

２
月
８
日
㈭
～
９
日
㈮
、

３
月
７
日
㈬
～
８
日
㈭

対
象　

販
売
・
営
業
の
管
理
者
、

リ
ー
ダ
ー
、
候
補
者

定
員　

30
人
※
先
着
順

受
講
料　

３
万
５
千
円

【
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
推
進
研
修
】

内
容　
「
稼
げ
る
農
業
」
と
す
る

た
め
の
農
業
経
営
や
、
企
業
経
営

の
手
法
を
取
り
入
れ
た
考
え
方
の

習
得

期
日　

２
月
１
日
㈭
～
２
日
㈮

対
象　

農
業
法
人
で
働
く
方
、
農

業
者
（
後
継
者
、
新
規
就
農
者
含

む
）、
農
業
参
入
を
考
え
て
い
る

た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

内
容　

○
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た

　

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

○
実
用
的
な
資
料
作
成

○
デ
ジ
カ
メ
写
真
活
用

○
は
が
き
・
年
賀
状
作
成

日
程　

２
月
６
日
～
３
月
20
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
７
回
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
回
千
円
（
資
料
代
は

別
途
必
要
）
※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

hk-noukaicenter.com
/

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
日
頃
の
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
「
人
吉
市
議
会
報
告
会
お
よ
び
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
３
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
～

場
所　

 

東
西
コ
ミ
セ
ン

問
合
せ　

 

市
議
会
事
務
局
（
☎
22
‐
２
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３
）

「
人
吉
市
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す

首
都
圏
の
県
出
身
学
生
寮

「
有ゆ

う
ひ斐

学が
く
し
ゃ舎

」
入
寮
生
募
集

　

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県

出
身
の
大
学
生
の
た
め
の
寮
「
有

斐
学
舎
」
で
は
、
平
成
30
年
度
の

寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

平
成
30
年
４
月
か
ら
首
都

圏
の
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
熊

本
県
出
身
の
男
子
・
女
子
学
生

部
屋
代
（
月
額
）

２
人
１
室　

１
万
４
千
円
、
個
室

２
万
円

募
集
期
限　

第
２
回
：
３
月
１
日

㈭
、
第
３
回
：
３
月
21
日
㈬

※
募
集
要
項
は
県
庁
（
県
県
政

情
報
文
書
課　

☎
０
９
６
‐

３
３
３ 

‐
２ 

０ 

６ 

１
）、
県
東

京
事
務
所
（
☎
03
‐
５
２
１
２
‐

９
０
８
４
）、
有
斐
学
舎
に
あ
り

ま
す
。

問
合
せ　

公
益
財
団
法
人
肥
後
奨

募
　
集

講
　
座

学
会　

有
斐
学
舎
（
☎
０
４
８
‐

４
７
３
‐
７
５
９
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

y-gakusha.net/

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
、
高

卒
（
見
込
み
を
含
む
）
と
同
等
以

上
の
能
力
を
有
し
た
方
な
ど

訓
練
期
間　

２
年

訓
練
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
上

益
城
郡
益
城
町
田た
ば
る原
２
０
８
１
‐

28
）

費
用　

教
材
費
な
ど
：
約
５
万
５

千
円
（
受
講
料
は
不
要
）

定
員　

10
人

申
込
期
限　

１
月
22
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
立
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
９
６
‐

３
７
８
‐
０
１
２
１
）

東
西
コ
ミ
セ
ン
講
座

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

平
成
29
年
に
東
西
コ
ミ
セ
ン
で

開
講
し
た
各
種
講
座
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
ダ
ン
ス
や
英
会
話
な

ど
の
舞
台
発
表
の
ほ
か
、
書
道
や

子
ど
も
講
座
な
ど
の
作
品
展
示
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

期
日　

１
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

第
64
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
で
す
。
日
本
遺
産
の
認

定
を
受
け
た
人
吉
球
磨
地
域
に

は
、
日
本
の
宝
で
あ
る
貴
重
な
文

化
財
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
文
化
財
の
防
火
防
災

意
識
と
愛
護
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
消
火
訓
練
を
開
催
し

ま
す
。
地
域
の
宝
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
消
火
訓
練
で
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。

内
容　

消
火
訓
練
・
消
火
器
取
り

扱
い
訓
練
な
ど

期
日　

１
月
28
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜

場
所　

老
神
神
社
（
老
神
町
22
）

問
合
せ　

市
歴
史
文
化
課
歴
史
文

化
係

石
野
公
園
で
呈
茶
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

石
野
公
園
で
は
、
お
茶
室
で
抹

茶
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
お
い
し
い
お
茶
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

期
日　

２
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・

10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
12
日
㈪
・
17

日
㈯
・
18
日
㈰
・
24
日
㈯
・
25
日

㈰
の
９
日
間

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

石
野
公
園
茶
室

料
金　

３
０
０
円（
茶
菓
子
付
き
）

問
合
せ　

石
野
公
園
管
理
室
（
☎

22
‐
６
７
０
０
）

月曜日が
収集日の
地区のみ

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

問
合
せ　

東
西
コ
ミ
セ
ン
（
☎
28

‐
３
２
３
０
）

企
業
の
方
な
ど

定
員　

30
人
※
先
着
順

受
講
料　

２
万
２
千
円

【
全
研
修
共
通
】

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

（
鬼
木
町
１
７
６
９
‐
１
）

申
込
方
法　

中
小
企
業
大
学
校
人

吉
校
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
人
吉
商
工
会
議
所
人
材
育
成
事

業
補
助
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

中
小
企
業
大
学

校
人
吉
校
（
☎
23
‐
６
８
５
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

sm
rj.go.jp/inst/hitoyoshi/

index.htm
l
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３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

■ 

編
集
後
記 

■

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
1
月
25
日
㈭
必

着
。
当
選
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま

す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyoshi.kum

am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　おたよりコーナーにご応募いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと納税返礼品にご協力いただいている
事業所から商品をプレゼントします。皆さんからのご応募お待ちしています！ 

人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介ください！
ふるさと納税の返礼品に出品いただける商品も募集しています。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１  内線２２２２）

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
年
越

し
を
過
ご
し
ま
し
た

か
？ 

私
は
大
晦
日
の
夜
、

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
紅
白
歌
合
戦
を
見
ま
し

た
。
今
回
総
合
司
会
を
務
め

た
の
は
わ
が
町
出
身
の
ウ
ッ

チ
ャ
ン
。
司
会
が
上
手
で
笑

い
も
取
っ
て
、
さ
す
が
ウ
ッ

チ
ャ
ン
！ 

と
て
も
楽
し
い

年
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
と
し
も
皆
さ
ん
の
笑
顔

を
た
く
さ
ん
取
材
し
に
行
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
（
渡
邊
）

　

人
吉
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

市
職
員
1
人
と
地
域
お
こ
し
協
力

隊
1
人
の
2
人
で
担
当
し
て
い
ま

す
。
4
月
か
ら
人
吉
市
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
入
っ
て
約
９

カ
月
。
広
報
ひ
と
よ
し
に
名
前
が

出
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
事

業
者
さ
ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
に

声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
6
月
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
事
業
者
説
明
会
」
を

開
催
。
多
く
の
事
業
者
さ
ん
の
ご

協
力
で
、
昨
年
度
は
約
70
品
目

だ
っ
た
返
礼
品
目
数
が
、
こ
と
し

は
２
２
０
品
目
を
超
え
る
数
に
な

り
ま
し
た
。

　

品
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
特
産

品
や
名
産
品
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

え
、
人
吉
市
な
ら
で
は
の
返
礼
品

を
寄
付
者
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
寄
付
金
の
使
い
道
は
、「
ふ

る
さ
と
の
自
然
環
境
及
び
地
域
景

観
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
事

業
」「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
「
人

吉
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
隊
員

の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

を
応
援
す
る
事
業
」「
歴
史
や
文

化
資
源
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め

の
事
業
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業

が
選
べ
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
に
は
、
本
市
主
催

で
「
人
吉
球
磨
ふ
る
さ
と
納
税
担

当
者
会
議
」
を
開
催
。
意
見
や
情

報
交
換
な
ど
を
行
い
、
10
市
町
村

で
協
力
し
合
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
い
っ
た
話
し
合
い
が
で
き

ま
し
た
。
人
吉
市
だ
け
で
は
な
く

人
吉
球
磨
に
は
ま
だ
ま
だ
良
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
品
数
を
増
や
し

寄
付
額
増
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本

年
度
の
12
月
末
時
点
で
昨
年
度
の

寄
付
額
約
３
５
０
０
万
円
を
大
き

く
超
え
、
1
億
5
千
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
者
の

方
や
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
本
当
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

人吉市地域おこし協力隊

隊員　今
いまおか

岡  千
ち あ き

晶

お姉ちゃん、お兄ちゃ
ん、パパ、ママ、大好
きでちゅー♡

まりねぇね、いつもケ
ンカしちゃうけど…… 
大好きだよ♡

これからも元気いっぱ
い！ 笑顔いっぱいの
れおくんでいてね♪

新
しんむら

村 灯
あ か り

理ちゃん 白
しらかわ

川 蓮
れ お

凰ちゃん 段
だんむら

村 佳
か え で

楓ちゃん
３歳（中神町馬場）３歳（中林町） ７カ月（浪床町）

平成26年12月９日生　平成26年４月９日生 平成29年５月19日生

優太パパ・智加ママ倫史パパ・みゆきママ 裕二パパ・ちあきママ

■ 次号２月１日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「深野酒造株式会社」の
熊本県内限定酒 白麹 誉

ほまれ

の露
つゆ

１本

　文政 6 年（1823 年）創業。約 200 年の歴史ある深野酒造株式
会社から「熊本限定酒 白麹 誉の露 1 本」をお一人様にプレゼント !!
　清流球磨川が流れる人吉盆地の豊かな自然の中で造られた、白
麹仕込みの常圧蒸留とカメ熟成の優しい口当たりが特徴の「熊本
県内限定酒 白麹 誉の露」。常圧蒸留初心者の方にもお薦めです。
■問合せ　深野酒造株式会社
　　　　　（合ノ原町 333　☎０１２０- ３６２- ９００）

★
広
報
ひ
と
よ
し
12
月
1
日
号
の

特
集
で
紹
介
さ
れ
た
「F

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

arm
er's 

C

カ
フ
ェ

afé S

サ

ク

リ

A
K

U
RI

」
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

木
の
温
も
り
あ
る
落
ち
着
い
た

店
内
で
、
ピ
ザ
窯
も
テ
ー
ブ
ル
か

ら
見
え
ス
テ
キ
な
お
店
で
し
た
。

甘
い
カ
ボ
チ
ャ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と

カ
リ
カ
リ
じ
ゃ
こ
と
大
葉
の
ピ
ザ

を
い
た
だ
き
一
皿
ペ
ロ
リ
。
と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
!!

　

そ
の
日
が
１
歳
の
誕
生
日
の
か

わ
い
い
女
の
子
（
看
板
娘
？
）
に

も
癒
や
さ
れ
、
ス
テ
キ
な
午
後
の

ひ
と
と
き
で
し
た
。

P.N
モ
モ
さ
ん
（
西
間
上
町
）

●
広
報
ひ
と
よ
し
で
紹
介
し
た
お

店
に
行
か
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
店
主
こ
だ
わ
り
の
料
理
は
素

材
の
味
が
楽
し
め
て
と
て
も
お
い

し
い
で
す
よ
ね
。
私
も
ま
た
食
べ

に
行
き
た
い
で
す
！

★
広
報
ひ
と
よ
し
12
月
１
日
号
の

人
吉
球
磨
へ
移
り
住
ん
だ
方
の
話

し
を
読
ん
で
、
目
標
が
あ
っ
て
す

ご
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
夫
婦
も
平
成
３
年
に
神

奈
川
県
か
ら
人
吉
へ
移
り
住
み
、

は
や
26
年
に
な
り
ま
し
た
。
主
人

は
焼
酎
は
一
滴
も
飲
め
ま
せ
ん
が
、

球
磨
弁
は
と
っ
て
も
上
手
で
す
。

　

大
好
き
な
人
吉
で
、
こ
れ
か
ら

も
仲
良
く
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

P.N
き
ん
さ
ん
（
瓦
屋
町
）

●
球
磨
郡
市
の
合
同
特
集
を
読
ん

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
き
ん
さ
ん
も
移
住
し
て

こ
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
夫
婦
仲
良
く
人
吉
で
の
生
活
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
♪

★
昨
年
、
初
め
て
「
ひ
と
よ
し
春

風
マ
ラ
ソ
ン
」
に
夫
婦
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
ば
か
り
で

し
た
が
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
コ
ー

ス
と
温
か
い
応
援
・
お
も
て
な
し

に
と
て
も
感
動
し
、
す
っ
か
り
人

吉
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
応

援
旗
の
参
加
者
リ
ス
ト
を
見
て
、

本
名
で
応
援
さ
れ
た
の
に
は
感
激

で
涙
が
出
そ
う
で
し
た
。

　

次
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
始
ま
っ
た

の
を
知
り
、
あ
の
時
の
感
動
を
思

い
出
し
て
ど
う
し
て
も
お
礼
が
言

い
た
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

P.N
も
も
さ
ん（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

●
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
人
吉
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
以

降
、
何
度
も
人
吉
に
来
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
私
た
ち
も
う
れ
し
い
で

す
。
こ
と
し
は
、２
月
18
日
に
「
ひ

と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
」
と

し
て
15
回
目
の
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
私
た
ち
も
楽

し
み
な
が
ら
応
援
と
お
も
て
な
し

を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

こ
と
し
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

昨
年
末
に
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
紹
介

し
た
肥
薩
線
の
「
日
本
の
20

世
紀
遺
産
20
選
」
の
選
定
で

す
。

　

こ
の
地
を
治
め
た
相
良
氏

の
歴
史
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し

た
日
本
遺
産
認
定
。
そ
の
後

に
続
く
近
代
化
遺
産
の
新
た

な
価
値
付
け
。
歴
史
の
ど
の

部
分
を
切
り
取
っ
て
も
こ
の

地
に
は
ほ
か
で
は
失
わ
れ
か

け
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
証

明
で
す
ね
。（
山
本
）
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一人で悩まず、まず相談！　各種相談ガイド
無料法律相談(予約制) 　　暮らしのなんでも相談(行政相談)

予約時に、氏名・住所・電話番号・相談内容を確認します。
場合によっては相談を受けられないことがあります。
日時：２月６日㈫　 午前10時～午後３時
　　　２月20日㈫　午前10時～午後３時
場所：予約時に案内します
問合せ：市消費生活センター
　　　　(☎22－2111　内線1215・1216）

行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、暮ら
しに関するお悩みなどの相談に応じます。
日時：２月27日㈫　午前10時～正午
場所：東間コミセン
問合せ：市消費生活センター
　　　　(☎22－2111　内線1215・1216）

もの忘れ相談(予約制) 介護者家族会

「もの忘れ」や「認知症」に関する相談に応じます。
日時：２月19日㈪　午後３時30分～
場所：市役所西間別館
問合せ：市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　(☎22－2111　内線1236)

介護する人同士で、日頃の悩みや不安などを語り合います。
日時：２月７日㈬　午後１時～３時
場所：市保健センター
問合せ：市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　(☎22－2111　内線1234)

暮らし安心法律相談(予約制) こころの健康相談(予約制)

生活上の法律に関する相談に、司法書士会が協力します。
日時：２月１日㈭　午後１時30分～４時
場所：市総合福祉センター
問合せ：市社会福祉協議会(☎24－9192)

こころの健康についてご相談ください。
日時・場所：２月８日㈭　午後２時～３時、人吉保健所
　　　　　　２月23日㈮　午後２時～３時、人吉保健所
問合せ：人吉保健所保健予防課(☎22－3107)

　　　心配ごと・無料法律相談(予約優先) 　　２月の八代年金事務所年金出張相談(予約制)

借金問題、相続、土地家屋などの日常生活に関わる心配ご
との相談に応じます。
日時：２月16日㈮　午後１時～４時
場所：水上村保健センター
問合せ：水上村消費者行政相談窓口(☎44－0311）

年金に関する相談に応じます。八代年金事務所でも年金相
談を受け付けています(予約制)。お問い合わせください。
日時：毎週月曜（12日を除く）午前９時～午後５時
場所：東西コミセン
予約先：八代年金事務所(☎0965－35－6123)
問合せ：市保険年金課国保年金係
　　　　(☎22－2111　内線1221)

※ 相談は無料で秘密は厳守されます。何でもご相談ください。
■ 暮らしのお困りごとについて解決のお手伝いをします。問合せ 市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216)

納期限　1月31日㈬

２月の乳幼児健診 市保健センター母子保健係

健 診 対　象　者 日 程
3 歳 6 カ月 平成26年 8月生 6日㈫    

７カ月 平成29年 6月生 13日㈫

1歳 8 カ月 平成28年 5月生 20日㈫

※母子健康手帳、バスタオル、３歳 6 カ月児は尿もお持
　ちください。

受付時間 ３歳６カ月＝午後0時30分～１時
７カ月＝午後１時～１時15分

１歳８カ月＝午後0時45分～１時10分

１月の納税

市・県民税（第４期）
国民健康保険税　（第 7 期）

介護保険料（第 7 期）
後期高齢者医療保険料（第 7 期）

【納付方法】
　市指定金融機関、市収納代理金融機関、コンビニエンス
ストア（バーコード印字のみ使用可）で納付してください。
　納税には便利で確実な口座振替をご利用ください。納税
通知書・通帳・通帳印を持って金融機関、郵便局でどうぞ。

２月
1 ㈭ 広報配布「人吉球磨はひなまつり」スタート（～

３月21日）
２ ㈮

３ ㈯ 人吉市学校支援地域本部事業10周年記念大会（CP）、
人吉市議会報告会・意見交換会（東西コミセン）

４ ㈰
５ ㈪
６ ㈫
７ ㈬
８ ㈭
９ ㈮
10 ㈯
11 ㈰ 建国記念の日
12 ㈪ 振替休日
13 ㈫
14 ㈬
15 ㈭ 広報配布

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

4 ㈰

堤病院 ２２－０２００ ひご薬局下林店 ２４－１４００

しらおく内科クリニック ２５－１５５０ 高階誠心堂薬局本店 ２２－４６３３

やまむら医院 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

11 ㈰

愛甲産婦人科 ２２－４０２０ まえだ薬局 ２３－２９８７

とやまクリニック胃腸科・肛門科 ２８－３３７５ ぎんなん薬局 ２８－３３３５

たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

12 ㈪

外山内科 ２２－２００３ にのまち薬局 ２３－６９３３

みなみ眼科 ２２－６８２０ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７

人吉医療センター小児科 ２２－２１９１

18 ㈰

辻循環器科内科 ２４－８８８８ みらい薬局 ２４－４６１１

河野産婦人科 ２４－３８３８ 多良木いちご薬局 ４２－６８８８

公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ 山口薬局 ４２－２１２３

25 ㈰

ひとよし内科 ２４－１２１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２－９１８３

吉村皮ふ科医院 ２２－７５５５ ミユキ薬局インター店 ２２－７４７２

増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

救急
病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１
年中無休 清風はなみずき薬局 ２８－３７３９

球磨病院 ２２－３１２１

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

行事カレンダー

２月の休日在宅医・当番薬局

１月
15 ㈪ 広報配布
16 ㈫
17 ㈬
18 ㈭
19 ㈮ 人吉市子ども議会（市議会議場）
20 ㈯
21 ㈰
22 ㈪
23 ㈫
24 ㈬
25 ㈭
26 ㈮ 家庭教育学級（CP）
27 ㈯ 東西コミセンフェスティバル（～ 28日）
28 ㈰ 第64回文化財防火デー消火訓練（老神神社）
29 ㈪
30 ㈫
31 ㈬

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
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０
９

８
号

2018.2.10
★会 場　鍛冶屋町通り
★参 加 費　男性 4,000 円　女性 3,000 円
★対 象 者　20 歳から 45 歳までの独身男女　各 30 人
　　　　　　    ※男性については人吉球磨地域在住の方に限らせていただきます。

★申込締切　1 月 26 日（金）※定員になり次第締め切ります。

★申込方法　申し込みフォームから申し込んでください。
　　　　　　　 ※右記の QR コードを読み込んでください。

問合せ
人吉商工会議所青年部 事務局　担当：河

か わ の

野さん
☎２２－３１０１

２月 10 日（土）
午後３時～８時（受け付けは午後 2 時 30 分～）

未 Ⅲ図想予来未 Ⅲ図想予来
み　ら　い　よ　そ　う　ず　

～ Light My Fire( ハートに灯をつけて！）～


